
令和３年度北海道・東北体育・保健体育ネットワーク研究会

岩手わんこそばラウンド報告書

令和４年２月５日（土） 岩手大学 ※ハイブリット対応
参加者 30名（北海道、福島、東京、神奈川、大阪、福岡、大分、バンコク、岩手）
学生、小中高大の教員及び指導主事が校種や立場を超えて、「ＩＣＴを活用した
体育学習の現状や課題」、「これからの体育授業の質を高めるＩＣＴ活用の在り方」につい
て語り合い、10周年に相応しい有意義なラウンドにすることができました。

１

２

話題提供「ＩＣＴを活用した体育学習の在り方」
高橋修一先生から多様な子供たちを「誰一人取り残すことのな

い、公正に個別最適化された学び」の実現に向けて、ＩＣＴを活
用した先端技術や教育ビッグデータの効果的な活用に大きな可能
性があることや、これまでの我が国の教育実践と最先端のＩＣＴ
のベストミックスを図ることにより、教師・児童生徒の力を最大
限引き出すことがＧＩＧＡスクール構想において求められている
ことを教えていただきました。また、学校におけるＩＣＴを活用
した学習場面の具体やＧＩＧＡスクール構想に関するこれまでの
主な留意事項についてもお話しいただきました。

情報交換「ＩＣＴを活用した体育学習の現状と課
題」

１０杯
目！
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少人数のグループに分かれ、それぞれの所属におけるＩＣＴ活用における現状や課題と
なっていることについて情報交換を行いました。ＷＩＦＩ環境の違いやＧＩＧＡ端末の具
体的な活用、遠隔・オンライン教育の実践などが共有されました。ＩＣＴ活用により運動
量が増えたり、学習の効率化が図られたりしたといった効果についても紹介されました。

ワークショップ「これからの体育授業の質を高めるＩＣＴ活用の在り
方」

改めて少人数のグループに別れ、前半は一斉
指導、個別学習及び協同学習の視点で、効果的
なＩＣＴ活用の仕方について意見交換をしなが
らワークシートにまとめていきました。また、
先端技術の機能に応じた活用の在り方について
も話し合われました。

後半は、ワールドカフェ方式でそれぞれのグループの発表が行わ
れました。短時間でしたが、様々な考えに触れることができ、たく
さんの刺激をもらうことができました。また、バンコクの教育事情
についても情報提供があり、内容盛りだくさんのラウンドとなりま
した。ご参会の皆さん、ご協力ありがとうございました。


